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の TIA を示している． 
  
 
乗法を用いた解法は次の 2 通りである． 
 解法 a：4×5＝20  20 ドル 
 解法 b：5×4＝20  20 ドル 
 Vergnaud はこの 2 つの解法から，それぞれ
の TIAを，図を示して次のように表している． 
 解法 a の場合，4 台の車の費用は 1 台の費






















(図 2)．  




































３. RME 理論について 

















































































































































































6.1 転換を図るまでの課題：１～4 時間目 
 model-of から model-for への転換を図る課

























図 3 馬場(2005)をもとに筆者が作成 
図 4 課題①  





























 ま ず 中 は ，







｢270÷3…．七八，八三 24 か．90．90 円．90×6
…540 円．｣と帰一法の考え方を発話した． 




























なったことで，3m 分を長方形 3 つ，残りの
21m 分を｢…｣で表す等，簡素化している． 



















図 6 課題①  
課題④ 同じリボンを 24ｍ買うと代金はいくらになる
でしょうか． 
図 7 課題④-1  

























































































































































下位単位を構成する考え｣の他，｢4.5m を 2 倍
し，9m 分の代金を求めた後，÷2 する｣考えや
｢4.5m を 10 倍し，45m 分の代金を求めた後，
÷10 する｣考え等，｢大きな数対を求めて，戻
す｣考えが発表された． 
｢4.5m を 2 倍し，9m 分の代金を求めた後，
÷2 する｣考えが発表された際，式を見て戸惑
う隣の児童に対し，中は，｢80 円は 1m 分で，









図 11 課題⑧  
























｢2.4 を 5 倍し，12(整数値)に直し，その後÷5
して戻す｣という思考を働かせたのだと考え






 学級全体では，中のように｢5 倍し，÷5 す



















































図 12 課題⑨  
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